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乾燥装置 lこ関する研究

(第 1 報) 自然換気式乾燥室の吸気道に就いて

Takeo OGURA, Kamoya ONUMA : 

Studies on the drying eguipment for woods. 

1. On the inlet duct in the natural ventilated kilns. 
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自然換気式]乾燥室で、は熱気の循環が品も重要な要素であり乍ら， 実際には比較的等閑視さ

れ，特に設計に関しては此の点に立を注いだ具体的な資料に乏しく，乾燥宝の設計に対し確川

たる基礎を欠いている憾みがある。

自然換気式乾燥主にゐける熱気の循環は吸気口並びに排気口と熱源との位置の相対的な関係

1L.tr=.右されるととは iJ!? うまでもなく，就~[~吸気口は宰気を吸入する為の単な穴ではなくて，吸

気道の各部分から均等に空気を流11\する役n を有すべきであって，乾燥室設計に当って均等循

環を得る為止や第ーに考慮すべきは吸気遣であると言つでも過言ではない。それ故吸気遣の会

長から均等な本気を流11 11 させる為その断同型を如何にすべきかに就いて迎論式をや:き更に若干

の実験を試みた。吸気道の設計に明か参考になると忠われるのでと L にその結巣を発表する。

本実験の主要な役許Ij を果した熱線風速計の試作に多大の援助を得た砂下技官，並びに絡始御

援助を得た斎桜木材部長に深甚の誠官を去する。

I 涜出量の理論式

木材乾燥宝の吸気道の主n< 先端が閉じて上部に一定1m隔で開口している風道聞に空気を流動

せしめた場合，その口から流11'，する空気量の相互関係を求めてみる。

先づ吸気道の断面積を凡て同ーとし，第 1 図にむいて1fÇ i 番目の流出口の方へ Q'i-l なる

空気景が流れて来て，第 f 番目の口から Qi が流出し， 1fﾇ H1 番目の方へ Q'i が流れて行

くとする。 亦，第 f 存自の流出 111亡沿いて流出される直前の静水頭を Pi とれが Qi なる宰

気景を流出した直後には P'l になるものとすれば
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第 1 図附 号
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Pi +土(笠と!-y= :fj_+土(皇~y ・ (1) 
γ --'2g\ 日 /γ 2 g ¥Fi+l) 

但し γ : 室気の比重

と沿くとと が出来る。

叉，第 i 番目で空気を流出した直後から第 i+1 呑目の流/+'，直前迄は，流休摩擦によって損

失が起り

P' i _ Pi+1 ,.t:' IA 1 ( Q' i ¥ 2 了=寸L十f ;.:寸 . 2g 防士) •••••••• ..........(2) 

但し 1 : 第 i 番目と第 z'+ l 右手闘の距離

A:I汲気道の内側周囲

f : 流休摩擦係数

なる関係がある。

第 2 図温度のぺグ ト jレ図 今第 f 番目の流出口 I'Uなける宰気流動の状態を考えてみる

に ， 第 2 図の如く吸気道内では V なる速度で流動するのに対

し ， V1 なる速度に応、歩る圧力で内面を圧迫している と する と

その合力九を以て垂直面K対して叫なる角度の方向へ流出

される。 更に流出K際して分l技並びに流出口にゐける抵抗によ

る損失を*頭で、示したものを九と し，全圧力，静水頭及び動

水頭を夫k P , Ps , Pv とすると

¥7i 可2
。ú

P=Ps+PV. . ..... .. . . .. ・・・・・ (3)

PV1=PS-Pb ••••••• • •• • ・・・・ ・ ・・ (4)マ

であるから

PV2 ='PV+PVl =P-Pb……… ... ・ .. . ・ (5)

従って
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同=j子(九一九;- 1
v=.!-包Pv ) ..................(6) 

'"γ | 

九 =1子(P一九;-J
分岐による損失圧力はそとの速度K比例するからとの損失係数を α と する と

Pb ニa2~ (与子)2 (η 

1 更に流出口 にゐける空気流出の速度は(第3 図参照)

第 3 図
BE 

流量係数 Gi=一一
BF 

Ci : 流出係数(=完)
77す

v2 =宿主石・ (8) 

但 し S: 流出口面積

F 

であり，全圧力 P は次の如〈表はされるから

γ (Q' (ーlV
P=Pi十五五\ ~F~l ) ........ ・ (9) 

式 (5) 及び1 (7) から

-1f QzY γ( Q'i-l V 
2'g \CiS:司五万) =Pi十(1-G)Ezl-rj - ---- …(10)

が得られる。更に式I (のより

PVl=PS-Pb 

三Pi-a会(与子y

且つ 帆=1子(ハ-aj与(皇子YJ 日
• 

れ一九
V
 

であるから弐の式を得る。

Q'トl
Fg 

tan 引 = vτ=_/ 2g r D n γ (Q'l-l V � ・ ・ ・ H ・ H ・-…・・ (13)
r -示- ¥. L i- U, 2g \一瓦-) J 
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ヨたに (10) 式と (13) 式から町を消去して P， を求めると

手作(会y+a(年子r ..., ...........(14) 

となって，流出口からの流1111量と圧力との関係が得られる。 式 (1) ， (2) 及び (14) から圧力。

項を消去して空気の流量に関する連続D式

Q'iーl=Qi十 Q' ， ...・ H ・ H ・ H ・ "(15)

Q 
を則いて計算し，相隣る流H1 口よりの流量の比--~ について整理すればI t-I d." '/ V_"'fIlL1f!.. V__'..L--u Qi十l

((1)1M)(Qt)Z 山a) Q'i_ _ Ql _ 1 _ 1 r a_ _l_ flA _]-+:~ "¥ 
(GU zz luiLIj+2 一高2"' Qitl • Q，ζ1=δi+1S2 -ト \_þ仏+予写-;--FJH1 ) 

(￡τY .............. (16) となる。とれを解けば

_ Qt_ 1 J / r " , _J 1+σ一一-，-flA 1 1 ¥ 
Q件1 (~1~ì2 _l_!-t竺 í � t (1 +a)\F~F写i十 FJ-;FJH1一百子F7+σ;亘ER--)

¥CiSJ ' F;2 

一色_1. _Q_'2; 十一 1 十」士仁 1-tll_ • 立!_ ~ ・・ H ・ H ・-…・・ (17)
C;S2FJi+1 j Q1件1 ' C九SIC2H1 ・ C2i+rSJF2t F ,2 Qi-tl I 

を得る。従って断面肢を一様とすれば F， 二 F/+1 であって，本式により各流出口より流出する

空気量を失の如くして求めるととが出来る。

即ち今 U+ 1) 番目の流111 口を最下に端とすれば Q' ， =Ql となるから隣接口からの流出量比

QdQl十l を最末端より途次求めるととが出来る。

同一断面積の風道へ活気した場介に末端程辿度は減少するので第2 図のベクトル図で V の

分力が小さくなる為流山方向を示す向はノj、さくなって müïTI'JÎに近く流出されると共に速度が

減少し静水頭が大きくなり，共の結果流出量が多くなる。

併し吸気道に於ては各流11 11 口より等量D空気を ~Hす為には末端になるに従い断両硝を小さく

し，速度頭を常に同一に保つ必要がある。今との条件を求めんが為に式 (1) ， (2) , (14) 及び (17)

から失式を得る。

Qi Q'1-I-Q i 

Q'+1 =::-:;ア、〆、，一\…・… (18)
/ (Q'i-l:-Q i V , (Q'I-1 ¥" ,_\ (Q'i V , , _ , flA ¥ Cl+1S'/ (一一一一一]十l 一一一)(1十a)-( ;:_i_ )(1+α十一一一)

• r ¥ Ci S )' ¥ Fi J' -, -/ \Fi-l-l 八 Fí十1 ) 

と L で流IH量を等しくする為D条{'j: Qi=QIー.]及び、 CI =Ci-j- l を!IJい， 相隣る流出口の断商

積比 F;/Fi-l-l で整理すると

Q' ;-1 Fl /--:一一一万互一一
,/ 十 ' 一一..........…(19)Ql, Fi+1 r .1. T FH~( 1+α) 

を得る。本式は等流出量を得る為の汗会伏を与える式で左辺は流出口のがi数が与えられ L ば決定
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され ， Fi を吸気道の第 1 番目白流出口迄の町面とすれば Fi.j， l は決められる。従ってとの方法

を繰返して各部の断面を算出する事がI+~来る。

以上同一断面白吸気道に於ける各流出口からの流出量及び等量を流出させる為。断耐決定に

関する辺11諭式を求めた。とれによる理論値を実験。結果と比較してその趨否を検討してみる。

ß[ 実験方法

1) 実験装置

装世は第4 図に示した断面 25><25 cm2 ，長さ 6m の末端の閉じた吸気遣で底両は上下に動

き，各位置の断面を変えるととが出来，上部には末端より 1m 毎IL各々幅 5cm の流出口 6

第 4 図実験装置単位:mm

内
凶

w 

ftjを設けたものである。此の吸気道へ 1!2HP の送風機より虫気をiまりとみ各rrn: Hl 口より出る

室気の速度分布を共項の熱線風辿計ーをJJjいてiJ\IJ定した。

2) 熱線風速計

細川"金総を一定電庄の下で一定の祖度に保ってたき，とれに風をあてると白金線の温度が

第 5 図熱線風、速計結線図 下って抵抗が低くなり，電流値がiiり'JUする。との

電流の変化を測定するととによって風速を求める

のが熱線風速計である。第5 図は乾燥研究室で本

実験に相応する主n< 試作した熱線風速計の結線図

である。 との141\\迭は白金総に直径 0.07mm，長

さ 5cm のものを用い，無風状態に於て?i?に 8CO

mA ([)電流を流し，抵抗 R3 を調印i して C と D

との電位を同じくし，検流計 G の読みを零にし戸
」

内
'
h

F
」

てゐき， とれに風を当てると電流がl怜JJIlずるの

で， との増加量だけを G で読み取り風速を求めるのである。との検流計の読みと風速との関

係は第6 図の主n くで風辿 2m 位迄は略々正比例的に， それJ:J.J-.で、は電流の増加率は減少して

いくが，風速 10m 程度迄はE確に測定する事が出来る。

3) 測定法

(i) 流出口にたける流出空気の速度分布は熱紘風辿日[.([)熱線部をその一端より 5mm 宛の処
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印

第 6 ぜ 図 風速と司会流の関係
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に沿いて風速を測定して求めた。従って一般の風速計では到底測定する事の出来ない些細な部

分でも容易K測定出来た。かくて最初は吸気道断面の一様主主場合の流出速度分布を測定 し， 芸大

に流出量が等量に主主る様に理論式に基十いて断商型を修正して流出量と速度分ギriを 1Jllj定 した。

(ii ) 吸気道の流出口か ら 出た空気の拡がりの状態を測定して，自然換気式乾燥室にゐける熱

源の油当な位置を推定する資料を求めた。

(1) 流出係数

百実験結果及び考察

式 (17) から流量比 QdQHl を求める場合Kは流出係数 Ct を知る必要がるるが，従来斯る

第7 図飽和速度に達する迄の速度分布

% 

f直の求められたものは砂いので ， 先す;;とれを求めた。 Cl は第 3 図に示した様K流出口から実

際の空気流出の部分を示す係数で， 流出口 を作

日

41) 

30 

20 
V 速

度1.0

05 旧 1" 2.0 
--流出口 ー 姉 よリ cl ~É 鵡

25 

る材料のj享さ により影響される。従って と~I'L

示す結果も他の場合Kそのま L 趨用されるもの

ではない。各流出口からの流出状態は共項で述

べる様K流出速度に一定の飽和値を有し，流出

量がとの飽和速度を示す部分に影響されるので

あって流出量の大なる部分は流出速度が大き い

というのでは友い。更に流出口からの流出状態

を詳細に観察すると何れの流出口でも飽和速度

に謹する迄の組渡的友速度は第 7 図の如く S字
」

30:.''1 状を示 してい る。 .IWち第 3 図にゐいて空気が実

際に P'Q' の方向に流出するとすれば ， P'B 間
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では飽和 l速度を示し AP' I':J'Iでは AC 怠る材判の厚さによる渦流を生じて S字状の速度分布と

なっているもの と思われる 。 ーとの S字状速度分布を第 7 図の点線で示した様K直線に補正し，

AP 第 3 図の A'P 間にある分布速度を PP' に集中せしめ PB 聞は飽和謹度のみで流出し，

流出量 QI は PB の聞にたいて CP の方向間Kは全〈流出しない様な点 P を仮定すれば，

へ:飽和速度 (Vη'/s) で流出しているとして弐式から算出するととが出来る。

各流出口の Ci第 9 図
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( BP/AB が流出係数 Ci である。)

E v 町[ m 
'11ft 出口 f立置

日!日
流出の

方向により影響をう け第 8 図に示す関係に あ

る。亦各流出口に於ける1i直は第 9 図の如くであ

るむとの Ci の値は多少散布しτいるが夫k Q)

C，は iJ11]定結果から図上で求められ，

流出口位置と lf':均速度第 10 図

7 1. 5明/s 及流出口相互位置との関係は斗三均速度

び 4.5叩んの両者共 ， 同様の傾向にある。
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平
灼
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(
抑ノ
匂
)

従つ

て各位置にゐける Ci は第 9 図の破線で示す値

が適当であるとして ， 理論式で計算する場合に

は夫々に該当する位置の c の10立を用い友けれ

ばなら ない。併し注意すべきはとの値は本実験

ト一一

~ 
y 
間 V~ 1.5 'ys 

」

x. V~45 号合
ムーーー l

十

の様な末端の閉じたI反気道へ他端から迭気 した

場合の値であって(平均速度Kは関係されない

が) ，他の場合にもそのま L 趨用されるとは限

吸気道断面の一様な場合

らない事である。

2) 

a ) 速度分布の実験値

E V W n m 
流出口位置吸気道の上部K設けた間隙 5cm の流出口に

書峨を 5mm 毎に置いて iHlI定 した結果から明
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らかにされたととは

(i) 各流出口から流出される宰気量は末端に近い程目線的に多くなり(第 10 図)

(ii) 流出口からの流出述度はそ白金WÎ積に豆り一様ではなくて各位置により異り

(iii) 而も各位置にたける風速は流出口一端よりの距維がたきくなる程大になり，遂に一定

値に到達して速度の飽手:1Ifj[I iJ!有偏在し(第 11 図)

(iv) 流向量の多い流/1'，口ではとの飽和速度の部分が多< , r吸気遣の口 i亡最も近い流出口で

は飽和値に遣するに至らや，従って流出量がilk少で、あるとと

等である。

1M平均速度 1. 5mls ， 4.5'1>んのイi'J.fLcD場合で、も同じがfJ.l主であったので送り込まれる風量の如

何に拘わらや此等の事が匹しいと言い得ょう。即ち吸気量が多くなると吸気道内の辿度は大き

くなれ流出口の速度も大きくなるが，辿度分布の状態はいj様 l乙飽和速度に建し，との位置が

流出口によって異るのである。

b) 流出量の実験fj([ と理論他

流出口からの流出量は速度分布図で求めた平均速度に流11'，口両践を乗じて求めるととが 111 来

第 11 図 (1) 各流出口の速度分布(1祈町一様な場合)
(吸気法度: 1.4mjs) 
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第 11 図 (H) (吸気法度: 42 m/s) 
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るっとの流出量の測定値を図示すれば第 12 図の如くであって，吸気遣の末端l亡近い程流出量

は直線的に多くなうた。

ーたに理論式がiEしいかを検討してみる。式 (17) では相隣れる流出量の比 QdQi十l が求めら

れるので各流出口からの流H'dlt Qi と故末端からの流出量 Qò との比 QdQò に換算して i)\l1 定

値と比較したっ (との場合流出係数は前述した様に各流出口にゐける係数 Ci を月1いたととは
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ある。

b ) 測定結果

前越した実験装置を第 2 表の断面形状K調整

して(2)の場合と 同様に速度分布を測定した。

その結果は第 13 図で全く同ーの速度分布状態

を示 してい る。 亦とれから平均速度を求めると

1. 86--1. 89m!s の範囲内とえ主り等量の流出量と
」

VI 言うと とが出来る。従って各流出口からの流出

量を等しくする為には式 (19) を遁用すればよ

い事を知り，と l 11:理論値と測定値ムの完全な一致が認められたわけである。

備との場合流出量が等しいというととはその速度分布が同一訟と とであって，換言すれば流

出係数も等 しいととを現わじ理論式誘導の条件として， CI= C色村とした所以もと L にあるの

- 80 ー
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言う迄も友い)。 との紘采は第 1 表に示した様

に若干の相具は認められても 11硲一致するものと

見倣される。

3) 流出量を一様主主らしめる場合

a) 理論式による断面の計算

とれは吸気道の各流出口よりの流出量を等量

にする式 (19) を用いて算出される。 今本実験

装置の様に!汲気道の入口の 高さが 25cm でる

る;場合の断面形状を計算すると第2 表の如くで

第 1 表

V=4.5m!s V=1.5m!s 

流m出3!S量 I Ql 流m出3!S量 I Qi 

Q6 ・ Q6 

Ql 1. 82 x 10-2 0.24 0.755XIO-2 0.31 0.22 

Q2 3.28 0.43 0.892 0.36 0.35 

Q3 3.92 0.52 1.31 0.54 0.49 

Q盛 5.74 0.76 1.66 0.68 0.66 

Q5 6.65 0.88 1.89 0.77 0.83 

Q6 7.54 1.00 2.45 1.00 1.00 

第 2 表 等量流出の吸気道断面型

位置 II Fl 1 凡 1 F3 1- R1 I . F5 I F，日
寸法 (cm) " :23.6 I 仇9 I 16..4.1 ω I _ 7.1 I 2.5 

但 L Fi (~流出口第 t 番目と第 (i+ 1) 祷目との中間におげ右臨時ïñî高の寸法でわる。
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第 13 図 流出口の速度分布 (等量流出の場令)
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第 14 図 (1) 流出口よりの高さと?速度分布 (流出口 JV にて)
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第 14 図 ( ll,) 流出 口ま り の高き主速度分布 (流出口問l羽: l.Om) 
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である。

4) 流出空気の拡がり

吸気道から流出された空気は |剖周へ拡がり，その速度も流出口から遠ざかる程漸失減少する

が，との空気速度変化の状態を l汲気道縦断固を含む垂直面上ととれに直角友商上とについて測

定 した。

a ) 縦断面を含む垂直岡上の拡が り

流出空気の速度分布の変化を失nるために流出口より高さ夫~ 10 , 20 , 30 , 40 ， 50 及び 60cm

の処で吸気遣の縦断方向について速度を測定した。その結果は第 14 図の如 く である。とれを

みると高さ 10cm の所では殆んど速度の拡がりは認められや，流出口の直上部だけに流出 さ

れているが 10 cm より 30 cm の聞では高くなる程縦断方向に拡がり，市もその速度分布の状

態が急;激に変化しているのに対 し 40~60cm i'L至るも余り 差異は認められない。併 し高さを

増ずに伴い速度が均等になり流出 口の直上部以外の部分にもささ気が流出されて，吸気道全体と

して均等の辿-度分布になり得るととが察知される。

b ) 吸気道に直角な垂直面上の拡がり

吸気道に直角方向に於ける流出空気の拡がりを吸気道断面の一様念場合と，流出量を等 しく
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した場合と に就いて測定 した結果は第 15，お， 17 及び 18' 図の如く である。

第 15 図 流出法皮分布 (吸気道に直角方向) (吸気道断面一様な場合)
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即ち流出空気は吸気道隔の.範囲内では両側壁に近い程速度が硝々減少の保向にはある が， '1除

均等に拡が りを示 しているo 併しとの範囲以外になる占速度が急:激に減少 し殆んどとθ方へは

昼気が流出していないととを示している。亦高さが高くなると流出速度が著しく減少ナーる こと

も前項の結果と同様である。

此等の結果を材ず合すると流出口から出た空気は吸気道の方向では可成り拡がE よ或る高さで

は全長に亘って均等な速度を示す傾向にあるが，とれに直角の方向では拡がとと と はなく ， 殆

ん ど真上へ上昇するととをと示している。

5) 流出口間隔 と速度分布

各流出口 よ り の流出空気が等量になる様主主断固形状の吸気道K於いて ，ー 如何な る間隔に流出

口を設けた場合に全長K亘って均等左速度分布が得られるかを明らか隠せんとした。その為に

各流出口の面積は何れも同一 (25cmx5 cm) で，その数を 3 佃， 6 佃 及び 18 侃I (従って そL
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第 16 図 流出、速度分布(流出量@等にい場合):
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の1H1隔は夫々 2.5 m , 1. 0m 及び 0.3m) として速度分布を iJ!lJ定した。第 19 図は高さ 0.3m

に於ける結果である。 とれによると明らかに流出口間隔 0.3m の場合は流出口の数量が多い

為流出量は他に比べて少いが，速度分布l主著るしく均等になっている。史に高い 50-70cm の

位置にゐける速度分布は第 20 図の如く， 4.?に 70cm では隣接流出口からの流出空気と相作

って吸気道全長に亘って殆んど均等に上井しているととを示している。従って自然換気式乾燥

室に於いては熱源を吸気遣の上方 50-70cm rD位置に置き，吸気道断l討を式 (19) による形状

にすれば熱気の上昇を均等にするととが111来ょう。

6) 吸気道断面算H-l図

熱気の循環を均等たらしめる為には吸気道断面を式 (19) から計算して設計しなければなら

ない。

1Ji'し必要の都度本式を月jいて計算するととは煩雑で、あるので，各種の場合の吸気道設計が悩

めて簡単に出来る様に予め図表を作成してゐけば実JIU二便利である。第 21"";25 図はとれであ

って，その使用法は先歩吸気遣の長さ，流出口の間隔 (1) を定め，児に吸気道入口の断面高が

現地に泊ずる様にその末端高 (h) ， 即ちこれに油ーする図去の械を illび，とれから各位置。高さ

を定めるのである。
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第 17 図 流出速度分布(流出口 N にて)
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第 19 図 流。出口間隔と速度分布 (h手3Qcm)

3~，-d ~xl 

1.0 

ゐ i克也日間隔ミ 25m
ミ 1.0 t11. 

03 l~ 速2.0

度

8 
C71� 

第 20 図 流出口 よりの高きと速度分布 (流出 口間隔: 0.3 m) 
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例えば吸気道の長さ 8m，流出口の間隔 l=40 cm とし， 吸気道入口の断面高を 11洛 30cm

ならしめる為には第 22 図の 1= 40 cm の線が適当であって，とれから各々流出 口の位置に於

け とL断商高が求められる。
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V 摘要

木材乾燥に於いて最も重要主主要素の一つでるる循環の根源をなす吸気道からの流出塁気は一

様に上昇せしむべきでるるに拘わら十斯る問題は殆んど等閑に附せられて来た。本文はl汲気迫

からの空気の流出状況に就いて研究し，更に流出量を等 しくする為の条件を求めたもので，そ

の主なる結果は次の如くである。

(1) 吸気道の断聞が一様友場合には，その末端に近い程流出量は比例的lて多い。

(2) 流出口 より等量の空気を出させる為Kは断面の形状を失式で計算すればよい。

皇己一一旦ー にナ7ur:-

(3) 更に吸気道の全長を通じて均等に空気を上昇させる為には流出口聞の距削を約 O. 3m程

度とするのが過当である、。

(的放熱管を吸気道の上方約 O.5-0.7m 程度K設置すれば放熱管附近で、の辿度分布は均等

とな り，循環を一様えに らしめるであら う。

(5) 第 21-25 図を用いて等流出の吸気道断町を簡単に設計する事が出来る。
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第 22 図 吸気道断面高算出図(末端: 2cm) 
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第 23 図 吸気道断面高算出図(末端 : 3cni) 
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'第 24"図 ' 吸気遣断面高算出図 (末端子4cti主)
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第 25 図 吸気道断面高算出図(末端: 5crn) 
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Studies on the drying equipment for woods. 

1. On the inlet duct in the natural ventilated ki1ns. 

Takeo OGURA, Kamoya ONUl¥IA. 

One of the most important factors in the natural venti1ated ki1n is to get 
the uniform air-current throughout the length of inlet so as to make good cirｭ
culation. But it seems nobody have ever noticed on such problems, on which 
hereby we have studied. In this papers the states of air-current outflowed from 
inlet duct and the conditions to equa1ized the air-volume outflowed from each 
hole of duct are described. The former were made by method of measurment in 
hot-wire anemometry, which was made on trial by ourse1f to measure velocity 
in a small part, and the later were gained theoretically from the equations of 
outflowing air from holes situated on the upper side of duct, the one end of 
which is c10sed and from the other air is blowed into the inlet duct The princ・

ipal results are as follows. 
1. In the case of unifolτn crosssection throughout the length of duct, the 

nearer hole to the end of duct, which are situated on the upper side of inlet 
duct by a certain distance. and from which air flow out, the more air flows out 
proporti onally. 

2. In order to flow out equal airvolume from each hole of a inlet-duct, 
the longitudinal section of duct may be determined from following equation. 

Q'i-l _ Pi /,. flA 一
• Q' i -Pi--';;-イ i十瓦主l+a)

3. The distance about 0.3 m between each hole is suitable to flow up air 
uniformly throughout the inletduct. 

4. If the heating pipes may be set at about 0.5-0.7 m above duct, the 
distribution of velocity around the pipes would becomes uniformly, and then the 
uniform circulation could be get. 

5. Fig. 21-25 give the data of design of inlet, by which the longitudinal 
section of duct to outflow air uniformly from each part wi11 be easily designed . 

.. 


